
七
十
五
以
上
八
十
五
未
満
で
あ
る
場
合

0•
8Ｗ
＋
２

八
十
五
以
上
で
あ
る
場
合

0•
6Ｗ
＋
1
9

備
考

こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
中
Ｗ
の
意
義
は
、
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
と
す
る
。

規

則

告

示

別
表
第
一
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
実
学
院

群

馬

県

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
陽
機
器
工
業
株
式
会
社

東
京
都
大
田
区
西
糀
谷
四
丁
目
十
一
番
八
号

機
械
加
工

株
式
会
社
エ
ム
・
ケ
ー
・
ロ
ジ
テ
ッ
ク

兵
庫
県
明
石
市
二
見
町
南
二
見
二
十
一
番
地
の
一

仕
上
げ

株
式
会
社
二
豊
鉄
工
所

大
分
県
佐
伯
市
弥
生
大
字
江
良
千
八
百
三
十
六
番

地
の
一

機
械
加
工
、
溶

接

平成™›年 月™�日 水曜日 第œŸ š号官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則

一
七
e

〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
改
正
に
関
し

次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
七
e

〇
e

一
〇
五

人
事
院
規
則
一
七
e

〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
七
e

〇
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
内
閣
府
の
部
内
部
部
局
の
項
中
「
政
策
評
価
審
議

官
」
を
「
政
策
評
価
審
議
官

宇
宙
審
議
官
」に
改
め
る
。

別
表
金
融
庁
の
部
内
部
部
局
の
項
中
「
総
括
審
議
官

金
融
国
際
政
策
審
議
官
」
を
「
国
際
政
策
統
括
官

総
括

審
議
官
」
に
、「
検
査
監
理
官
」
を
「
検
査
監
理
官

情
報

化
統
括
室
長
」
に
改
め
る
。

別
表
消
費
者
庁
の
部
内
部
部
局
の
項
中
「
上
席
景
品
・

表
示
調
査
官
」
を
「
統
括
消
費
者
取
引
対
策
官

上
席
景

品
・
表
示
調
査
官

首
席
食
品
表
示
調
査
官
」に
改
め
る
。

別
表
総
務
省
の
部
自
治
大
学
校
の
項
中
「
副
校
長
」
を

削
る
。

別
表
法
務
省
の
部
内
部
部
局
の
項
中
「
矯
正
医
療
管
理

官

登
録
管
理
官
」
を
「
矯
正
医
療
管
理
官

出
入
国
管

理
情
報
官
」
に
、「
出
入
国
情
報
管
理
室
長

入
国
管
理
企

画
官

出
入
国
情
報
分
析
官

入
国
管
理
調
整
官
」を「
入

国
管
理
企
画
官

入
国
管
理
調
整
官

在
留
管
理
業
務
室

長

出
入
国
情
報
分
析
官
」
に
、「
、
矯
正
医
療
管
理
官
又

は
登
録
管
理
官
」
を
「
又
は
矯
正
医
療
管
理
官
」
に
、「
庁

舎
管
理
室
長
補
佐
」
を
「
情
報
官
補
佐
（
出
入
国
管
理
情

報
官
の
職
務
全
般
に
つ
い
て
こ
れ
を
直
接
補
佐
す
る
者
に

限
る
。）
庁
舎
管
理
室
長
補
佐
」
に
改
め
、
同
部
地
方
入

国
管
理
局
の
項
中
「
登
録
室
長
」
を
削
る
。

別
表
外
務
省
の
部
内
部
部
局
の
項
中
「
外
務
報
道
官
」

を「
外
務
報
道
官

国
際
文
化
交
流
審
議
官
」に
改
め
、「
ア

フ
リ
カ
審
議
官
」
を
削
り
、「
広
聴
室
長
」
を
「
国
内
広
報

室
長

Ｉ
Ｔ
広
報
室
長
」
に
改
め
、「
日
中
経
済
室
長
」
を

削
る
。

別
表
財
務
省
の
部
財
務
事
務
所
の
項
中
「
総
務
課
」
を

「
総
務
課
及
び
横
浜
財
務
事
務
所
総
務
課
」
に
改
め
、「
合

同
庁
舎
管
理
官
」
を
削
る
。

別
表
文
化
庁
の
部
内
部
部
局
の
項
中
「
主
任
文
化
財
調

査
官
」
を
削
る
。

別
表
備
考
第
一
項
中「
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
三
日
か
ら
効
力

を
生
ず
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

兵
庫
県
高
砂
市
長

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
一
号

宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
役
場
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一

部
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

宮
崎
県
児
湯
郡
高
鍋
町
大
字
高
鍋
町
六
百
五
十
一
番
地

伊
藤

辰
雄

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
二
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

テ
キ
サ
ス
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と

な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

氏

名

ダ
ニ
エ
ル
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
レ
フ
ォ
ー
ト

生
年
月
日

千
九
百
四
十
八
年
三
月
二
十
九
日

国

籍

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
法
務

省
告
示
第
百
四
十
五
号
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在

留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
二
条
備
考
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

こ
の
算
式
に
お
い
て
、
LAE,di

、
LAE,ej

、
LAE,nk

、
T０

及
び
Ｔ
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

LAE,di

当
該
飛
行
場
に
お
い
て
離
陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
り
一
日
の
間
に
単
発
的
に
発
生
す
る
騒

音
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
単
発
騒
音
」
と
い
う
。）の
う
ち
午
前
七
時
を
過
ぎ
午
後
七
時
に
至
る
ま
で

の
間
に
お
け
る
ｉ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

八
十
五
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
七
三
一
号
で
定
め
る
算
式
に
よ
り
得
た

単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

LAE,ej

単
発
騒
音
の
う
ち
午
後
七
時
を
過
ぎ
午
後
十
時
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｊ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒

音
暴
露
レ
ベ
ル

LAE,nk

単
発
騒
音
の
う
ち
午
前
零
時
を
過
ぎ
午
前
七
時
に
至
る
ま
で
及
び
午
後
十
時
を
過
ぎ
午
後
十
二
時
に
至

る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｋ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル

T０

規
準
化
時
間
（
秒
）
と
し
、
一

Ｔ

一
日
の
時
間
（
秒
）
と
し
、
八
六
、
四
〇
〇

第
二
条
備
考
第
二
号
中
「
の
値
」
を
「
に
規
定
す
る
LAE,di

、
LAE,ej

及
び

LAE,nk

の
値
」
に
、「
を
使
用
す
る
」
を
「
に
お
い
て
離

陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
」
に
、「
飛
行
時
刻
等
」
を
「
飛
行
時
刻
そ
の
他
の
事
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
値
）

２

特
定
空
港
周
辺
航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
値
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
（
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
空
港
周
辺

航
空
機
騒
音
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
条
に
規
定
す
る
航
空
機
騒
音
影
響
度
レ
ベ
ル
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）の
値
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
得
た
値
と
す
る
。
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